
　

　
環
境
省
と
、
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
と
連
携
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
は
３
月

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
東
北
大
学
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
環
境
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て

」
を
開
い

た
。
午
前
は
自
治
体
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
事
例
を
発
表
。
続
い
て

午
後
か
ら
は
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

観
点
か
ら
東
北
地
方
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
１
年
を
機
に
、
真
の
復
興
に
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
東
北
の
地
か
ら
発
信
し
た
。

　

パネルディスカッション

環境と共生する地域づくりシンポジウム～震災からの復興を目指して～
■
富
山
県
南
砺
市
「
小
水
力
発
電
」

森
林
活
用
や
農
業
に
電
力
供
給

■
岩
手
県
奥
州
市
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
設
備
」

コ
ジ
ェ
ネ
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
融
合

■
秋
田
県
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
政
策
全
般
」

１
万
�
�
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
導
入

奥
州
市
衣
川
総
合
支
所
農
林
商
工
観
光
課

高
橋
　
進
課
長

　
奥
州
市
で
は
、
林
地
残
材
を
活
用
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
米

多
収

穫
米

の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
化
、
廃
食
用
油

を
使
っ
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

Ｂ
Ｄ
Ｆ

の

３
本
柱
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
バ
イ
オ
マ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
コ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
あ
る
。
環
境
省
の
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
木
質
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
ガ
ス
を
８

割
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
２
割
の
割
合
で
一
緒
に
燃
焼
し

て
市
営
温
泉
に
電
気
を
供
給
し
て
い
る
。

　
今
後
は
バ
イ
オ
マ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
を
他
の
温
泉

や
国
民
宿
舎
に

導
入
し
て
、
公

共
施
設
の
電
力

を
自
給
で
き
る

よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

　

秋
田
県
産
業
労
働
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
課

三
浦
　
泰
茂
課
長
　

　
秋
田
県
は
昨
年
５
月
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

戦
略
を
作
成
し
た
。
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
、

新
た
に
風
力

万

、
地
熱

万

、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
１
万

の
導
入
を
目
標
に
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
風
力
発
電
で
は
発
電
事
業

の
立
地
を
目
標
に
、
県
内
事
業
者
の
創
出
と
県

外
事
業
所
の
呼
び
込
み
を
行
っ
て
い
く
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
導
入
で
は
、
県
や
市
町
村
の
遊
休

地
で
適
正
な
場
所
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
地

熱
発
電
は
、
現
在
山
葵
沢
地
熱
発
電
所
の
開
発

を
計
画
し
て
い
る
。

　
発
電
事
業
が
大
規
模
な
も
の
か
ら
地
産
地
消

的
な
自
立
分
散
型
ま
で
そ
ろ
い
、
建
設
業
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、

関
連
製
造
業

が
、
秋
田
だ
け

で
な
く
東
北
全

体
で
ク
ラ
ス
タ

ー
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
。

南
砺
市
産
業
経
済
部
農
政
課

滝
　
由
記
男
課
長

　
南
砺
市
・
桜

池
周
辺
を
モ
デ
ル
地
域
と
す

る
「
桜

池
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
を
作
成
し

た
。
こ
の
構
想
は
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

化
、
経
済
の
自
律
化
、
暮
ら
し
の
資
材
の
自
給

化
、
顔
の
見
え
る
社
会
を
掲
げ
て
い
る
。
小
水

力
発
電
に
つ
い
て
は
、
平
場
の
用
水
路
を
活
用

し
た
発
電
と
、
山
間
地
の
小
渓
流
と
言
わ
れ
る

谷
川
の
発
電
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
将
来
は
南

砺
市
全
域
へ
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
桜

池
周
辺
に
四
つ
の
発
電
可
能
エ
リ
ア
が

あ
る
。
二
つ
の
発
電
所
の
設
置
を
考
え
て
お

り
、
１
カ
所
が
最
大
出
力
１
５
０

ク
ラ

ス
、
も
う
１
カ
所
が
同

ク
ラ
ス
を
想
定

し
て
い
る
。
発

電
し
た
電
力
を

森
林
活
用
や
農

業
な
ど
の
事
業

に
供
給
し
て
い

く
予
定
だ
。

再
生
可
能
エ
ネ
地
産
地
消

■
山
形
県
「
平
成
２
３
年
度
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
地
方
公
共
団
体
支
援
基
金
』
の
活
用
」

地
元
目
線
で
優
良
事
例
発
掘

■
宮
城
県
「
震
災
復
興
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
」

■
環
境
省
「
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
地
方
公
共
団
体
支
援
基
金
』
の
取
組
み
」

自
立
・
分
散
型
の
エ
ネ
ハ
ウ
ス

宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

高
橋
　
平
勝
課
長

　
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
向
け
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
制
度

設
計
や
手
法
を
取
り
入
れ
て
提
案
型
の
復
興
計

画
を
策
定
し
た
。

　
復
興
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
コ
タ
ウ
ン
の

形
成
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
設
備

の
導
入
や
太
陽
光
発
電
な
ど
に
よ
り
、
環
境
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

復
興
住
宅
に
太
陽
光
発
電
を
積
極
的
に
導
入

し
、
燃
料
電
池
や
蓄
電
池
な
ど
を
備
え
た
自
立

・
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
の
普
及
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

　
新
た
に
造
成
す
る
町
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用

を
大
幅
に
取
り

入
れ
た
高
度
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
地
域
に
し
て

い
く
方
針
だ
。

山
形
県
生
活
環
境
部
地
球
温
暖
化
対
策
課

高
橋
　
康
則
課
長

　
山
形
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
例

と
し
て
、
庄
内
町
で
は
「
三
大
悪
風
」
と
言
わ

れ
る
風
を
利
用
す
る
た
め
の
検
討
を
１
９
８
０

年
に
始
め
た
。
そ
の
後
、
風
車
が
こ
の
地
の
景

観
と
な
っ
た
。
最
上
町
は
バ
イ
オ
マ
ス
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
医
療
・
保
険
・

福
祉
の
総
合
施
設
に
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
を
設

置
。
今
年
２
月
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
、
公
共
施
設
へ
の
率
先
導
入
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
宣
言
を
出
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し

た
基
金
事
業
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
数
が

最
も
多
い
。
熱
量
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
が
一
番

だ
。
多
種
多
様

な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
県
内
に
導
入

し
て
、
地
域
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

確
保
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

加
藤
　
庸
之
課
長

　
２
０
１
１
年
度
の
第
三
次
補
正
予
算
で
東
北

の
被
災
地
を
中
心
に
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
８
４
０
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
同

年

度
は
被
災
地
以
外
の
全
国
で
展
開
す
る
た
め
同

基
金
で
１
２
１
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。
公
共

施
設
や
民
間
施
設
で
防
災
拠
点
に
成
り
う
る
施

設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
て
い
た

だ
く
。
各
自
治
体
の
事
業
計
画
を
元
に
、
環
境

省
か
ら
基
金
を
交
付
す
る
。
基
金
を
５
年
間
で

取
り
崩
す
中
で
事
業
を
展
開
し
、
事
業
実
績
を

報
告
し
て
い
た
だ
く
、
と
い
っ
た
内
容
だ
。

　
地
域
と
の
連
携
と
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
二
本
柱
で
進
め
て

い
く
。
環
境
省

の
執
行
体
制
を

強
化
し
、
地
元

目
線
で
優
良
事

例
の
発
掘
を
し

て
い
き
た
い
。

「震災後１年～三陸の水産業の復旧・復興と地域の自立・活性化への道筋～」高成田　享氏仙台大学教授基調講演「フォレストヒーローズへの道」畠山　重篤氏ＮＰＯ森は海の恋人理事長／ＮＰＯものづくり生命文明機構理事特別基調講演

パ
ネ
リ
ス
ト

・
東
北
大
学
大
学
院
教
授
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
の
づ

く
り
生
命
文
明
機
構
理
事
　
石
田
　
秀
輝
氏

　・
資
源
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も

の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理
事

　
谷
口
　
正
次
氏

　・
環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
総
務
課
長

　
中
井
　
徳
太
郎
氏

　・
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
総
務
課
課

長
補
佐

　
長
野
　
麻
子
氏

　・
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
サ
ー
ビ
ス
政

策
課
長

　
前
田
　
泰
宏
氏

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
常
任
幹
事

　
吉
澤
　
保
幸
氏

「いのちの原点に立ち返り、心とくらしを大切にする東北地方の地域づくり」

漁
業
の
６
次
産
業
化
重
要

　
私
は
昨
年
の
２
月

日
ま

で
朝
日
新
聞
石
巻
支
局
長
を

３
年
間
務
め
て
き
た
。
そ
の

任
務
を
終
え
て
数
週
間
後
に

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
。

石
巻
に
は
多
く
の
友
人
、
知

人
が
い
る
の
で
そ
の
復
旧
を

手
助
け
し
た
い
と
思
い
、
政

府
の
復
興
構
想
会
議
、
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
か
か
わ
っ
た
。

　
宮
城
県
で
は
漁
船
２
万
隻

の
う
ち
９
割
が
被
害
に
遭
っ

た
り
流
さ
れ
た
り
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
養

殖
に
携
わ
る
小
さ
い
船
の
被

害
が
多
い
と
聞
く
。
水
産
加

工
施
設
は
全
壊
ま
た
は
半
壊

し
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
海
岸

沿
い
は
地
盤
沈
下
し
て
浸
水

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　
水
揚
げ
も
な
か
な
か
戻
っ

て
き
て
い
な
い
。
宮
城
県
の

気
仙
沼
、
石
巻
、
塩
竃
な
ど

は
一
昨
年
の
夏
と
比
べ
て
水

揚
げ
量
で
３
割
、
金
額
で
４

割
に
減
っ
て
い
た
。
漁
業
者

が
が
れ
き
処
理
で
漁
業
に
戻

れ
な
か
っ
た
り
、
水
産
加
工

施
設
の
復
興
の
遅
れ
で
水
揚

げ
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
こ

と
が
要
因
と
し
て
あ
る
。

　
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
か
さ

上
げ
が
終
わ
ら
な
い
と
水
産

加
工
施
設
は
立
ち
上
げ
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
立
ち
上
げ
に

は
土
地
の
利
用
制
限
や
区
画

整
理
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
早
く
政
府
や
地
方
自
治
体

が
決
定
を
す
れ
ば
、
も
っ
と

早
く
復
興
に
向
け
て
動
け
た

の
で
は
な
い
か
。
石
巻
の
場

合
、
三
次
補
正
予
算
が
つ
い

た
こ
と
で
、
今
は
か
な
り
動

き
が
出
て
い
る
。
水
産
加
工

事
業
者
は
ホ
ッ
と
一
息
つ
い

て
、
も
う
一
回
や
り
直
そ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
人
が
多
い
。

　
現
在
、
漁
業
者
は
放
射
能

の
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て
い

る
。
水
産
庁
の
方
に
聞
い
た

ら
、
海
で
は
拡
散
す
る
の
で

数
値
は
下
が
る
し
、
セ
シ
ウ

ム
は
魚
の
中
に
蓄
積
し
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
し
か

し
、
特
定
の
魚
種
は
高
い
数

値
が
出
て
い
る
。
理
由
は
わ

か
ら
な
い
よ
う
だ
。

　
漁
業
者
の
未
来
を
考
え
た

場
合
、
生
活
や
事
業
の
基
盤

が
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
の

で
、
漁
業
に
加
工
や
販
売
な

ど
を
取
り
入
れ
た
「
六
次
産

業
」
化
が
重
要
だ
と
思
う
。

ま
た
、
洋
上
の
風
力
発
電
を

漁
協
と
電
力
会
社
が
組
ん
で

実
施
す
る
よ
う
な
発
想
で
行

え
ば
、
水
産
業
が
安
定
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
の
心
の
中
に
森
林
を

　
気
仙
沼
湾
で
カ
キ
の
養
殖

を
続
け
て
き
た
。
私
は
２
代

目
で
３
代
目
の
息
子
が
後
を

継
い
で
い
る
。
４
代
目
の
孫

が
後
を
継
げ
ば
小
さ
な
家
業

が
１
０
０
年
続
く
。

　
今
か
ら

年
ほ
ど
前
に
気

仙
沼
湾
の
環
境
が
非
常
に
悪

く
な
っ
て
き
た
。
赤
潮
の
海

を
青
い
海
に
取
り
戻
し
た
い

と
思
い
、
気
仙
沼
湾
に
注
ぐ

大
川
の
上
流
で
植
林
を
始
め

た
。
「
森
は
海
の
恋
人
」
運

動
と
名
付
け
て

数
年
間
、

植
林
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　
植
林
と
同
時
に
教
育
の
世

界
に
も
携
わ
っ
た
。
我
々
は

河
口
で
カ
キ
を
つ
く
っ
て
い

る
の
で
、
川
の
流
域
全
体
の

人
間
の
生
き
様
が
わ
か
る
。

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
川
と

海
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る

か
、
突
き
詰
め
れ
ば
人
間
と

は
何
か
を
教
え
て
き
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
で
、
１
カ
月
ほ
ど
海
か
ら

は
生
き
物
が
ま
っ
た
く
消
え

た
。
４
月
中
旬
に
小
魚
の
群

れ
が
あ
ち
こ
ち
見
え
始
め

た
。
複
数
の
海
の
専
門
家
が

調
査
し
た
結
果
、
海
は
大
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　
そ
れ
か
ら
カ
キ
の
養
殖
の

再
開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ

た
。
冬
が
近
づ
き
息
子
が
カ

キ
の
様
子
を
み
る
と
尋
常
で

な
く
い
い
と
言
う
。
多
く
の

人
の
協
力
や
支
援
で
体
制
が

整
っ
た
。
津
波
で
人
工
的
な

構
築
物
は
全
部
や
ら
れ
た
が

海
に
流
れ
込
ん
で
い
る
川
、

上
流
の
森
林
は
何
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。
森
と
川
と
海
が

き
ち
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
れ

ば
、
海
は
応
え
て
く
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
は
「
国
際
森

林
年
」
で
、
国
連
が
民
間
で

森
林
保
全
に
関
係
し
て
い
る

５
人
を
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
」
と
し
て
選
出
し

た
。
私
は
ア
ジ
ア
代
表
と
し

て
今
年
１
月
に
内
定
を
い
た

だ
き
、
２
月
に
初
め
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
。
他
の

４
人
は
森
林
破
壊
と
戦
っ
て

き
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

　
現
地
で
森
林
に
は
３
種
類

あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
山
の

森
林
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

や
海
藻
な
ど
の
海
の
森
林
、

そ
し
て
人
間
の
心
の
中
の
森

林
が
あ
る
と
。
人
間
の
心
の

中
の
森
林
こ
そ
最
も
重
要
で

あ
り
、
植
林
と
同
時
に
環
境

教
育
を

数
年
間
続
け
て
き

た
と
説
明
し
た
。
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
あ
り
「
森
は

海
の
恋
人
と
い
う
思
い
は
、

世
界
に
通
じ
る
と
思
っ
た
。

吉
澤
氏

石田氏谷口氏長野氏

中
井
氏

前
田
氏

自然エネ・地下有効活用…食の自立・循環拠点提案

主催環境省ＮＰＯものづくり生命文明機構

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ４月１８日 水曜日 　　

　
吉
澤
　
自
己
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
石
田
　
モ
ノ
を
つ
く
る
こ

と
と
我
々
が
満
足
す
る
こ
と

は
、
果
た
し
て
両
立
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
考

え
て
き
た
。
新
し
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
カ
タ
チ
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

２
０
３
０
年
ご
ろ
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
な
ど
の
問
題
で

リ
ス
ク
を
迎
え
る
と
言
い
続

け
て
き
た
が
、
東
日
本
大
震

災
で

年
早
く
や
っ
て
き
た

と
い
う
印
象
だ
。
震
災
か
ら

２
０
３
０
年
に
向
け
て
、
我

々
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

案
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
谷
口
　
世
界
に
は
命
の
原

点
を
守
り
、
心
と
暮
ら
し
が

非
常
に
密
接
な
関
係
を
維
持

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。

少
数
民
族
や
先
住
民
族
だ
。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
ど
う
い

う
状
態
に
あ
る
か
現
場
を
見

て
、
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え

る
仕
事
を
し
て
い
る
。
現
代

文
明
は
命
の
原
点
を
見
失

い
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を

追
求
し
て
い
る
が
心
と
モ
ノ

が
不
毛
の
断
絶
を
起
こ
し
て

い
る
。
し
か
し
、
東
北
地
方

は
ま
だ
命
の
原
点
が
色
濃
く

残
り
、
心
と
暮
ら
し
が
密
着

し
て
い
る
と
思
う
。

　
中
井
　
１
９
８
５
年
に
大

蔵
省
に
入
省
し
て

年
あ
ま

り
た
つ
。
そ
の
間
、
エ
ジ
プ

ト
や
英
国
で
の
大
使
館
勤

務
、
富
山
県
へ
の
出
向
時
に

出
会
っ
た
「
環
日
本
海
諸
国

図

逆
さ
地
図

」
な
ど
を

通
じ
て
、
循
環
や
共
生
、
世

紀
を
超
え
た
産
業
や
文
明
な

ど
の
こ
と
が
ず
っ
と
頭
に
残

っ
て
い
た
。
昨
年
７
月
に
環

境
省
に
移
り
、
広
域
が
れ
き

処
理
の
問
題
や
放
射
能
汚

染
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
現
場
、
地
域
目
線

で
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
長
野
　
農
水
省
に
入
省

し
、
ず
っ
と
食
に
関
心
を
持

ち
続
け
て
き
た
。
体
を
組
織

す
る
細
胞
は
常
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
細
胞
は

私
た
ち
の
食
べ
る
物
か
ら
で

き
て
い
る
。
食
べ
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
。
今
は
食
品
安

全
委
員
会
事
務
局
に
所
属

し
、
震
災
以
降
、
放
射
能
の

体
へ
の
影
響
な
ど
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
と
に
か

く
、
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て

何
か
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　
前
田
　
入
省

し
て

年
近
く

は
間
違
っ
た
考

え
を
し
て
い
た

と
思
う
。
モ
ノ

づ
く
り
の
政
策

を
担
当
し
て
、

本
当
に
役
立
つ

こ
と
は
何
か
が

わ
か
っ
た
気
が

す
る
。
そ
の
当

時
は
週
４
日
外

出
し
、
全
国
で

約
２
０
０
０
社

の
現
場
を
見
て

き
た
。
ほ
と
ん

ど
が
モ
ノ
づ
く

り
の
中
小
企
業

だ
。
東
日
本
大

震
災
で
も
現
場

主
義
を
徹
底
す

る
た
め
、
震
災

後
す
ぐ
に
友
人

と
「
復
興
支
援

メ
デ
ィ
ア
隊
」
を
つ
く
り
被

災
地
に
入
っ
た
。
被
災
者
の

目
と
耳
に
な
り
、
さ
ら
に
口

に
な
ろ
う
と
活
動
し
て
い

る
。

　
吉
澤
　
今
、
考
え
て
い
る

こ
と
や
、
東
北
地
域
の
復
興

の
カ
ギ
と
な
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
石
田
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

新
し
い
形
を
つ
く
る
た
め
、

自
然
の
す
ご
さ
を
賢
く
生
か

す
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

２
０
３
０
年
の
厳
し
い
環
境

制
約
の
中
で
、
心
豊
か
に
生

き
る
た
め
の
絵
を
描
き
、
必

要
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
自
然

の
中
に
探
す
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
や
調
査
を
通
じ
て
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
ベ
ー
ス
が
自

然
に
立
脚
に
し
て
い
る
と
思

う
。
そ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
よ
う

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
新
し

い
可
能
性
が
見
え
て
い
る
。

　
谷
口
　
従
来
技
術
で
で
き

る
四
つ
の
こ
と
を
提
案
し
た

い
。
一
つ
は
小
水
力
を
活
用

し
た
水
系
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
の
採
用
だ
。
二
つ
目
は
鉄

塔
を
活
用
し
た
風
力
、
太
陽

光
発
電
の
仕
組
み
作
り
。
鉄

塔
に
は
送
電
線
が
あ
る
の
で

技
術
的
に
も
簡
単
で
は
な
い

か
。
三
つ
目
は
東
北
地
域
の

資
源
と
し
て
有
力
な
食
文
化

を
生
か
し
た
取
り
組
み
。
最

後
は
地
下
空
間
の
活
用
だ
。

日
本
は
世
界
最
高
の
ト
ン
ネ

ル
技
術
が
あ
る
。
岩
盤
の
中

の
地
下
は
地
震
に
強
く
温
度

も
一
定
で
省
エ
ネ
に
な
る
。

　
中
井
　
官
や
民
の
垣
根
を

取
り
払
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
、
地
域
や
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
人
が
一
緒
に
参
画

す
る
「
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
考
え
て
い
る
。

環
境
省
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
も
地
域
づ
く

り
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
融

合
す
る
場
を
本
格
的
に
つ
く

っ
て
行
政
の
思
考
の
ス
タ
イ

ル
を
変
え
た
い
。
地
域
か
ら

学
び
な
が
ら
震
災
を
大
き
な

教
訓
と
し
て
、
行
政
の
か
じ

を
具
体
的
な
方
向
に
切
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
長
野
　
震
災
で
は
、
お
金

は
手
段
で
し
か
な
く
、
巨
大

な
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
一

方
、
近
所
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
て
良
か
っ
た
、
孫
が
い
て

良
か
っ
た
、
と
い
っ
た
人
や

命
の
つ
な
が
り
、
小
さ
な
循

環
を
大
切
に
感
じ
た
の
で
は

な
い
か
。
自
然
を
見
れ
ば
明

ら
か
で
、
生
態
系
で
は
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
つ
な
が
っ
て

い
る
。
自
然
に
学
び
な
が
ら

「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
考
え
た

い
。
東
北
の
食
文
化
や
郷
土

料
理
を
活
か
し
て
、
食
の
自

立
・
循
環
の
拠
点
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
前
田
　
復
興
支
援
メ
デ
ィ

ア
隊
で
は
、
カ
メ
ラ
メ
ー
カ

ー
か
ら
い
た
だ
い
た
カ
メ
ラ

を
、
学
校
を
中
心
に
被
災
地

に
配
布
し
た
。
カ
メ
ラ
を
手

に
し
た
小
・
中
学
生
が
写
真

を
撮
り
ま
く
る
情
景
を
目
に

し
た
。
被
災
さ
れ
た
人
た
ち

が
現
状
を
押
し
返
そ
う
と
し

て
す
る
発
信
に
真
実
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
被
災
地
で

は
我
々
が
心
配
さ
れ
た
り
、

想
定
も
し
て
い
な
い
答
え
が

返
っ
て
き
た
り
と
、
通
常
と

は
真
逆
の
出
来
事
や
考
え
方

に
何
度
も
出
会
っ
た
。
時
代

の
転
換
期
に
お

い
て
物
事
を
考

え
る
時
の
一
つ

の
ベ
ー
ス
に
な

る
と
思
う
。

　
吉
澤
　
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。


